


合併基本計画に係る平成２３年度および

２４年度の実施事業に関する意見

平成２２年７月

高松市牟礼地区地域審議会



地区名：牟礼地区

番 号 項 　　目 意 見 の 内 容

1 雤水利用の促進

　市が実施している「高松市雤水利用促進助成金制度」による雤水貯
留槽を設置した牟礼地区での実績を示すとともに，高松水環境会議か
らの提言を踏まえ，今後も，この制度を積極的に市民へ周知し，事業
の推進を図られたい。
　また，市は，再生水利用施設以外の全公共施設に雤水貯留槽を設置
するなど，節水に関し先導的な役割を果たされたい。

2 再生水利用の促進

　現在，牟礼地区では，石の民俗資料館を始め，６施設において再生
水の利用が行われているが，牟礼浄化苑の再生水供給能力にも余裕が
あると思われるので，高松水環境会議からの提言を踏まえ，再生水管
網の整備拡張を行うとともに，再生水利用に関する普及啓発に努め，
牟礼地区内の公共施設を始め，民間施設や近隣地区等での再生水利用
の促進を図り，水循環型社会の実現に向け努力されたい。

3
ごみの減量化・再利用・
再資源化への取組の強化
（継続）

　レジ袋削減推進事業や地球にやさしいオフィス・店登録制度など，
ごみの減量化・再利用・再資源化への取組の強化については，平成２
１年度に牟礼地区地域審議会から意見を提出し，積極的な対応をされ
ていることと思うが，もっとスピードアップしなければ目に見えてこ
ない。
　今後，更に取組の強化を図るとともに，迅速な対応をされたい。

4
高松市消防団牟礼分団第
２部屯所の移転整備

　ＪＲ高徳線で北部と南部に分断されている牟礼地区では，高松市消
防団牟礼分団の屯所４ヶ所の内，３ヶ所が南部に設置されており，旧
牟礼町時代から，ＪＲ高徳線より北側で火災等が発生した場合，ＪＲ
踏切の遮断機が降りているときは，長時間停車をしなければならな
く，迅速な対応ができないと懸念されていた。
　このようなことから，老朽化も進んでおり，また，消防車両が装備
の近代化等で大きくなったことによって，車庫が手狭になっている高
松市消防団牟礼分団第２部屯所を，新牟礼支所合同庁舎の建替え後，
旧庁舎および東館の取壊しによって出来るスペースに移転整備された
い。

合併基本計画に係る平成２３年度および２４年度の実施事業に関する意見について
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番 号 項 　　目 意 見 の 内 容

5
牟礼地区の歴史・文化な
ど特色を生かした教育の
推進

　旧牟礼町民は，先人が築いてきた「教育と文化の町」としての自負
がある。これを継承していくためには，地域の歴史や文化を小中学校
時代に教育することが重要である。
　現在，行っている地域の歴史や文化に関する教育内容等を示すとと
もに，有識者を非常勤講師として迎えるなど，牟礼地区の歴史・文化
など，特色を生かした教育の推進をされたい。

6 校内ＬＡＮの整備

　校内ＬＡＮシステムを導入することは，学校の情報化，教育の情報
化を推し進め，児童・生徒の一人ひとりに情報教育を進める上で，極
めて重要な基盤整備である。
　牟礼地区内の小中学校における校内ＬＡＮの整備は，旧高松市内の
学校に比べて遅れていると思われるので，早急に整備されたい。

7

牟礼総合体育館の牟礼中
学校の部活動や授業での
使用および減免措置の復
活

　合併協定により，牟礼総合体育館の牟礼中学校の部活動や授業での
使用および減免措置については，平成２０年度に経過措置が終了して
いるが，牟礼中学校の部活動は，３つの部が１時間交替で体育館を使
用している状況であり，牟礼総合体育館の利用者が比較的尐ない午後
４時から７時までの間においては，体育施設の有効利用という観点か
らも，牟礼総合体育館の牟礼中学校の部活動や授業での使用および減
免措置を復活されたい。

8
開放学校体育施設の利用
に関する現行制度の継続

　旧高松市域での開放学校体育施設の利用は，小学校区の住民のみを
対象としているが，牟礼地区の場合，牟礼地区全域を対象に立ち上
がった，むれスポーツクラブがあり，この所属団体である小学校区学
校体育施設開放運営委員会が，小学校区の区別なく開放学校体育施設
の利用調整を図っている。
　合併協議においても，「牟礼町地域の開放学校体育施設及び開放時
間については，現行どおりとする。」となっており，今後もこの制度
を継続されたい。

9
石の民俗資料館駐車場の
整備

　高松市石の民俗資料館の年間の来館者数（石匠の里公園を含む）
は，市内の他の資料館と比べても突出した実績を示している。
　そこで，来館者の駐車場の問題だが，現在の駐車場は，石の民俗資
料館のかなり下の位置にあり，来館者には高齢者も多く，長い石段を
登って行くことは大きな負担となっているので，石の民俗資料館と同
じ位の高さの場所に２０台程度の車が置ける駐車場を新たに整備され
たい。
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番 号 項 　　目 意 見 の 内 容

10
地域の特性を生かした観
光交流拠点づくりの推進

  合併後，牟礼地区において，庵治石を活用した案内用看板や道標な
どを設置した場所およびその事業費を示されたい。
　また，牟礼地区都市再生整備計画は平成２１年度で完了している
が，今後も，地場産業の庵治石を活用した案内用看板を計画的に設置
するなど，地域の特性を生かした観光交流拠点づくりを推進された
い。

11 県道の整備

  牟礼地区の東部地域を南北に貫く重要な幹線道路である県道三木牟
礼線は，国道１１号「道の駅」南側からＪＲ高徳線高架下を抜け，市
道宮ノ前川原線に至る箇所が未改良区間である。現在までの進捗状況
を示されるとともに，早期完成を県に要望されたい。
　また，県道高松牟礼線の塩屋地区の改良工事については，今年度中
に着工すると伺っているが，現在までの進捗状況を示されるととも
に，早期完成を県に要望されたい。

12 市道の整備

　屋島線（高橋）の整備については，平成１９年度に実施した交通量
調査の結果に基づき，整備計画や整備手法について検討されているこ
とと思うが，今後の事業計画を明らかにするとともに，早期整備に向
け，積極的な事業の推進をされたい。
　また，合併基本計画に登載の高府庁線，宮ノ前川原線および牟礼中
央線の新設・改良事業について，進捗状況および今後の事業計画を明
らかにし，計画的整備をされたい。

13
牟礼北小学校の空き教室
の夜間一般開放

　牟礼地区においては，平成２２年４月に大町コミュニティセンター
がオープンし，また，平成２４年には，牟礼支所の建替えに合わせ
て，二つ目のコミュニティセンターが建設されると伺っているが，牟
礼北小校区の市民がこれらのコミュニティセンターを利用する場合，
距離が遠いこともあり不便である。
　そこで，牟礼北小学校の耐震補強工事によって教室として使用でき
なくなった空き教室を，２つのコミュニティセンターの会議室利用と
同様な施設として地域に夜間開放されたい。

14
地域活力の活性化という
視点に立った指定管理者
制度の運用

　牟礼地区にある体育施設の管理運営については，むれコミュニティ
協議会が指定管理者として受託できるよう，積極的な取組をされた
い。
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番 号 項 　　目 意 見 の 内 容

15
合併基本計画の進行管理
と評価のための合併地区
市民意識調査の実施

　合併基本計画は１０年間の計画であるが，既に４年が経過し，半分
の期間が過ぎようとしている。
　地域審議会は，この合併基本計画の進行管理を行う唯一の機関であ
ることから，現在まで実施されてきた施策・事業を検証し，市民に説
明する必要があるが，合併基本計画中のすべての施策・事業に年次計
画があるわけではなく，比較対照となるものがないので，合併基本計
画の進捗状況を把握することは非常に困難な状況である。
　そこで，平成１８年１２月に実施された「合併地区市民意識調査」
データのうち，牟礼地区のみのデータによる同結果報告書を作成し，
その上で，平成２３年度において同じ内容で意識調査を行い，合併直
後と現在の市民意識の変化を対比し，今後５年間で重点的に取り組む
べき施策・事業を選択し，合併基本計画の着実な実施を図られたい。
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